
国
語
で
の
「
光
景
」

本
語
の
歴
史
に
お
け

『
日
本
国
語
大
辞
典

て
示
す
と
次
の
よ
う

ひ
か
り
。
日

＊
本
朝
文
粋

目
に
見
え
る

一

現
代
語
の
辞
書
に

る
」
と
作
例
が
示
さ

の
あ
り
さ
ま
」（『
明

漢
語
「
光
景
」
の
語

「
光

の
語
義
変
化
と
重
ね
合
わ
せ
る
方
法
を

る
漢
語
の
語
義
変
化
の
一
事
例
を
見
て

第
二
版
』（
以
下
日
国
と
略
称
）
を
、

で
あ
る
。
な
お
語
誌
の
記
述
は
な
い
。

の
ひ
か
り
。
＊
田
氏
家
集
（

頃
）

（

頃
）
＊
中
右
記
（

）
＊
釈

景
色
。
ま
た
、
事
件
な
ど
の
具
体
的
な

は
じ
め
に

、「
日
の
出
の
光
景
が
美
し
い
」「
惨
憺

れ
て
、「
目
に
見
え
る
景
色
。
ま
た
目

鏡
国
語
辞
典
』
大
修
館
書
店
）
と
語
義

義
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る

景
」
の
語
史

｜
｜
非
連
続
な
語
義
変
化
｜
｜

と
る
こ
と
で
、
日

お
き
た
い
と
思
う
。

引
用
例
文
を
除
い

＊
九
暦
（

）

名場
面
の
有
様
。
現

に
な
っ

期
に
は

古
代
中

し
か
し
、

史
に
お
け
る

た
る
光
景
を
呈
す

に
見
え
る
そ
の
場

記
述
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
中

在
で

＊
翁

（

『
日
国
』
の

古
代

の
字
義

た
の
は
い
つ
の
頃
か
不
明
で
あ
る
が
、

、
現
代
語
と
同
じ
語
義
の
例
を
見
出
す

国
語
に
は
現
代
日
本
語
の
よ
う
な
語
義

こ
れ
で
は
大
雑
把
な
と
ら
え
か
た
に
な

「
光
景
」
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
は
浮

は
多
く
人
を
感
動
さ
せ
た
り
、
刺
激
し

問
答
（

）
＊
東
海
道
中
膝
栗
毛

｜

）
＊
田
山
花
袋
抒
情
詩
（

語
義
記
述
と
例
文
に
よ
っ
て
語
誌
を

中
国
語
と
同
様
、
古
代
日
本
語
で
の
語

ど
お
り
〔
ひ
か
り
〕
の
意
味
で
あ
っ
た 三

浅

野

少
な
く
と
も
江
戸
時
代
初

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

は
な
い
。

っ
て
い
て
、
日
本
語
の
歴

か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
。

た
り
す
る
情
景
を
い
う
。

（

｜

）
＊
浮
世
床

）
＊
面
影
（

）

記
述
す
れ
ば
、

義
は
漢
字
の
﹇
光
﹈﹇
景
﹈

。
現
代
語
の
よ
う
な
語
義

〇
八

敏

彦



光
景
の
語

士
編
『
中
世
古
辞
書

年
）、『
古
本
下
学
集

年
）
に
所
収
の
辞
書

用
集
研
究
並
び
に
索

れ
て
い
な
い
こ
と
な

文
献
の
「
光
景
」
の

日
常
的
に
漢
字
文

ひ
か
り
﹈
の
意
味
で

古
事
記
、
日
本
書
紀

「
光
景
」
は
、
文
章
語

で
あ
っ
て
、
仮
名
文

広
が
り
の
な
い
漢
語

二

『
日
国
』
が
引
い
て

ん
と
欲
す
る
に
、
光

傾
」「
光
景
頗
傾
」「

表
現
で
あ
る
こ
と
が

タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
っ

本
）
に
「
光
景
年
月

史 四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
風
間

七
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
風
間

類
、
文
明
本
節
用
集
（
中
田
祝
夫
『
改

引
』
勉
誠
社

一
九
七
九
年
）
に
も

ど
か
ら
も
右
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と

語
義
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

を
書
く
平
安
時
代
の
識
字
層
に
と
っ
て

「
光
景
」
は
受
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え

、
万
葉
集
に
は
見
え
な
い
。
思
う
に
、

と
し
て
漢
詩
漢
文
、
日
常
の
記
録
に

な
ど
に
は
用
い
ら
れ
な
い
、
そ
の
結
果

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
中

古
代
・
中
世
に
お
け
る
「
光
景
」

い
る
九
暦
の
「
右
近
欲
射
之

光
景

景
已
に
傾
く
）
の
例
の
よ
う
に
古
記

光
景
漸
傾
」「
光
景
漸
暮
」「
光
景
推
遷

、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
古
記
録
フ

た
検
索
か
ら
あ
き
ら
か
に
な
る
。
色

分
ク
ワ
ウ
ケ
イ
」（
中

オ
）
と
あ
る
の

書
房

一
九
七
一

書
房

一
九
七
一

訂
新
版
文
明
本
節

「
光
景
」
は
掲
載
さ

が
許
さ
れ
る
か
と

佐
藤
晴
彦

外
大
論
叢
』

お
け
る
語
義

﹇
光
り
﹈
が
そ

た
る
語
義
と

﹇
ひ
か
り
、
日
の

ら
れ
る
。
な
お
、

平
安
時
代
以
降
の

使
わ
れ
て
い
た
語

と
し
て
使
用
層
に

田
祝
夫
・
根
上
剛

と
で
あ
る
。

時
代
別
は

見
出
し
語
に

『
日
国
』
で
空

か
っ
た
。

已
傾
也
」（
右
近
射

録
で
は
「
光
景
已

」
の
よ
う
な
類
型

ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー

葉
字
類
抄
（
黒
川

も
平
安
時
代
漢
字

兼
顕
卿
日
記

今
回
の
調

は
、
次
の
二

と
略
称
）「
光

の
「
書
懐

典
』

｜

（
一
六
二
三
）

思
わ
れ
る
の

三

氏
「〈
光
景

考
｜
｜
近
世
語
語
彙
研

四
八

一
九
九
七
年
一
〇
月
）
に
よ
っ

変
化
を
み
て
お
き
た
い
。
佐
藤
氏
に

の
「
基
本
義
」
で
、
中
古
漢
語
も
﹇

な
る
が
、﹇
時
間
﹈﹇
風
貌
、
姿
﹈
と
い

前
述
し
た
再
昌
草
の
例
の
み
を
あ
げ
る

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の

白
と
な
っ
て
い
る
一
二
世
紀
か
ら
一

三

中
国
語
「
光
景
」
の
語
義
変

、
天
文
日
記
を
検
索
し
た
が
「
光
景
」

査
で
得
る
こ
と
の
で
き
た
、『
日
国
』

例
で
あ
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室

景
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
再
昌
草
（

七
年
光
景
一
弾
指
、
双
鬢
風
霜
幾
断
腸

版
に
よ
る
全
文
検
索
で
得
た
五

「
一
年
の
光
景
只
春
三
、
柳
を
指
し
花

で
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
民
俗
博
物
館
の

〇
九

究
の
方
法
｜
｜
」（『
神
戸

て
、
こ
の
語
の
中
国
語
に

よ
れ
ば
、
上
古
漢
語
で
は

光
り
﹈
が
こ
の
時
期
の
主

う
派
生
義
を
も
っ
て
い
る

。
ち
な
み
に
日
葡
辞
書
の

調
査
を
加
え
て
み
て
も
、

五
紀
の
例
は
見
出
し
え
な

化 は
み
え
な
い
。

の
翁
問
答
よ
り
も
早
い
例

町
時
代
編
』（
以
下
時
代
別

一
五
〇
一

一
五
三
六
）

」
と
、『
角
川
古
語
大
辞

山
文
学
の
翰
林
五
鳳
集

を
尋
ね
て
遊
事
酣
な
り
」

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て



的
露
出

下
世
的
光

世
紀
後
半
の
語
義
で

語
義
で
の
「
脂
硯
斎

で
あ
る
の
か
も
し
れ

氏
の
研
究
を
参
看

語
の
「
光
景
」
は
、

い
う
こ
と
に
な
る
。

引
く
。
す
な
わ
ち
、

い
る
「
光
景
」
を
、

含
む
箇
所
を
削
除
し

す
る
「
光
景
」
に
は

る
。
氏
は
、
こ
れ
を

が
、「
程
乙
本
」
は
紅

こ
の
こ
と
は
、「
程
乙

光
景
の
語

と
さ
れ
る
。
唐
代
に

な
り
、﹇
時
間
﹈
の
意

で
の
使
用
が
多
い
と

い
る
﹇
様
子
﹈
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

﹇
様
子
﹈
と
い
う
語景

来
」「
我
進
去
看
其
光
景
」
な
ど
の

あ
り
、「
程
乙
本
」
が
削
除
な
ど
を
し

本
」
の
「
光
景
」
は
、
文
言
臭
さ
が
あ

な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

す
れ
ば
、
現
代
日
本
語
の
「
光
景
」
の

紅
楼
夢
の
成
立
あ
た
り
の
十
八
世
紀
中

そ
れ
ま
で
は
、「
光
景
」
の
原
義
が
持

紅
楼
夢
「
脂
硯
斎
本
」
が
時
間
、
年
月

後
の
「
程
乙
本
」
は
、
他
の
言
葉
に
直

た
り
し
て
い
る
が
、
漢
語
大
詞
典
が

手
を
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
を
さ

南
と
北
の
方
言
の
違
い
に
求
め
ら
れ
て

楼
夢
の
成
立
後
三
十
年
ほ
ど
後
の
成

本
」
が
「
脂
硯
斎
本
」
に
手
を
入
れ

史お
い
て
は
、﹇
光
り
﹈
と
い
う
語
義
で

味
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
李

い
う
。
つ
ま
り
、
氏
に
よ
れ
ば
、
現
代

う
語
義
は
、
唐
代
ま
で
は
「
光
景
」
に

義
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

「
光
景
」
が
一
八

た
時
間
、
年
月
の

っ
た
と
い
う
こ
と

語
義
に
近
い
中
国

頃
に
ま
で
下
る
と

っ
て
い
た
﹇
光
り
﹈、

と
し
て
い
る

「
七
年
光
景
」

り
変
わ
り
（

る
。
ま
た
、

に
過
ぐ
」〔
元

月
は
一
は
じ

で
は
な
い
だ

の
意
味
で
使
っ
て

し
た
り
、
光
景
を

「
状
況
、
景
況
」
と

れ
て
い
る
点
で
あ

い
る
よ
う
で
あ
る

立
に
な
る
の
で
、

て
い
な
い
「
漸
漸

別
の
再
昌
草

得
た
翰
林
五

時
代
別
は

「
七
年
光
景
一

語
の
例
に
挙

の
例
と
関
係

詞
語
匯
釋
』

の
使
用
が
少
な
く

白
は
時
間
の
意
味

日
本
語
で
用
い
て

は
な
か
っ
た
と
い

な
指
摘
が
興
味
を

そ
の
派
生
義

る
の
で
あ
る

膝
栗
毛
頃
と

既
述
し
た

の
を
否
定
し
て
、﹇
時
間
﹈
の
意
味

は
「
双
鬢
風
霜
」
と
対
を
な
し
て
お

学
研
漢
和
大
字
典
）
と
「
光
景
」
が
対

学
研
漢
和
大
字
典
が
引
く
「
四
十
二
年

好
問
・
済
南
雑
詩
〕
も
あ
り
、「
七
年

き
に
す
ぎ
な
い
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
あ

ろ
う
か
。
か
り
に
、
こ
の
解
釈
が
正
し

（
一
五
〇
一

一
五
三
六
）、『
角
川
古

鳳
集
（
一
六
二
三
）
を
加
え
る
こ
と
が

「
目
の
あ
た
り
に
す
る
世
の
中
の
様
子

弾
指
、
双
鬢
風
霜
幾
断
腸
」
は
、
佐

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
共
通
す
る
「

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
氏
は
、

や
『
辭
源
』
が
そ
れ
ぞ
れ
「
情
景
、
模 三

で
あ
る
「
時
間
、
年
月
」
で
解
す
る
こ

。『
日
国
』
の
例
で
い
え
ば
、
翁
問
答

い
う
こ
と
に
な
る
。

四

用
例
の
検
討

よ
う
に
、『
日
国
』
の
あ
げ
た
翁
問
答

だ
と
さ
れ
る
。
再
昌
草
の

り
、「
風
霜
」

年
月
の
移

応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

弾
指
過

四
十
二
年
弾
指

光
景
」
は
、「
七
年
の
年

っ
た
」
と
解
釈
す
べ
き
例

い
と
す
れ
ば
、
時
代
別
の

語
辞
典
』
の
全
文
検
索
で

で
き
る
。

」
と
語
義
記
述
を
す
る
が
、

藤
氏
が
中
国
語
の
近
世
漢

年
光
景
」「

日
光
景
」

こ
う
し
た
光
景
を
『
小
説

様
」「
約
略
估
計
之
詞
」

一
〇

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

で
は
早
す
ぎ
て
東
海
道
中

以
前
の
例
と
し
て
、
時
代



光
景
の
語

２
巽
岩
詩
、
瓦
屋

市
木
氏
の
注
釈
で

「
如
飛
光
景
」
は
、
後

日
の
光
り
」
と
い
う

景
」
は
、「
仏
は
日
の

翰
林
五
鳳
集
と
同

の
ぼ
り
、
再
昌
草
の

八

一
五
〇
三
？
）

注
釈
』
索
引
編

続

景
が
見
え
る
。

１
野
菊
一
叢
、
秋

臂
宜
支
日
車
。

次
に
、
五
山
文
学

柳
を
指
し
花
を
尋
ね

同
じ
く
「
一
年
光
景

同
様
に
「
一
年
の
年

と
く
に
、
翰
林
五
鳳

大

普
覚
禅
師
語
録

と
見
る
こ
と
も
で
き

例
は
﹇
様
子
﹈
と
い

史 如
案
平
、
金
仙
閲
光
景
（
巻
四
）

は
い
ず
れ
の
光
景
も
「
有
様
。
様
子
」

に
「
日
車

太
陽
」
が
使
わ
れ
て
い

意
味
で
あ
ろ
う
し
、
宋
詩
の
引
用
で

光
り

太
陽
を
閲
る
」
で
あ
ろ
う
と

じ
五
山
文
学
で
、
翰
林
五
鳳
集
よ
り
も

成
立
と
前
後
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
万

の
梅
花
無
尽
蔵
に
は
、
索
引
（
市
木
武

群
書
類
従
完
成
会

一
九
九
三
年
）
に

入
花
。
如
飛
光
景
、
奈
難

。
蟷
螂
幸

右
野
菊
蟷
螂
。（
巻
三
）

の
翰
林
五
鳳
集
（
一
六
二
三
）
の
「
一

て
遊
事
酣
な
り
」
の
例
で
あ
る
が
、
こ

」
と
「

年
光
景
」
と
い
う
表
現
に
な

月
は
た
だ
春
の
三
ヶ
月
の
み
で
あ
る
。

集
が
五
山
文
学
で
あ
る
の
で
、
佐
藤
氏

「
百
年
光
景
、
能
得
幾
年
」
な
ど
の
禅

る
。

う
現
代
語
の
語
義
と
は
異
な
る
こ
と
に

と
な
っ
て
い
る
が
、

て
、「
飛
ぶ
よ
う
な

あ
る
「
金
仙
閲
光

思
わ
れ
る
。

ら
れ
る
例
（

翁
問
答
の

な
か
で
、「
此

ず
。
生
に
在

故
に
之
を
号

一
世
紀
以
上
さ
か

里
集
九
（
一
四
二

雄
『
梅
花
無
尽
蔵

よ
る
と
二
例
の
光

有
英
雄
志
。
揚
左

上
尤
も
重
要

る
思
想
」
が

は
混
沌
と
し

わ
れ
る
」
と

い
う
「
目
に

姿
﹈
と
さ
れ

と
考
え
ら
れ

年
の
光
景
只
春
三
、

の
例
も
再
昌
草
と

っ
て
い
る
の
で
、

」
と
解
釈
で
き
る
。

が
引
か
れ
て
い
る

語
録
を
そ
の
影
響

ば
、
一
七
世

と
い
う
語
義

次
の
検
討

衆
生
に
を
し

て
、
孝
と
な

「
目
に
み
え
る

こ
の
箇
所

な
る
。

右
に
述
べ

三

佐
藤
氏
所
引
）
で
あ
り
新
し
い
語
義
で

作
者
中
江
藤
樹
は
、
雑
書
（『
藤
樹
先

れ
は
是
れ
道
心
自
有
の
光
景
な
り
。

ら
ず
。
死
に
在
ら
ず
。
人
に
求
め
ず
。

し
て
独
楽
と
曰
ふ
」（
楽
）
と
し
て
い

」
な
「
孝
を
以
て
宇
宙
の
実
在
、
人
生

現
れ
て
い
る
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

て
い
る
が
、「
親
子
の
間
に
在
つ
て
最

考
え
て
い
る
と
い
う
（
加
藤
盛
一
氏
）

み
え
る
景
色
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、

る
語
義
で
あ
っ
て
、「
目
に
み
え
る
姿

る
。
こ
の
﹇
風
貌
、
姿
﹈
の
語
義
は
唐

紀
前
半
こ
ろ
ま
で
の
「
光
景
」
に
は
現

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

例
は
、『
日
国
』
の
引
く
翁
問
答
の
「

へ
し
め
さ
ん
た
め
に
、
む
か
し
の
聖
人

づ
け
給
ふ
」（
序

岩
波
文
庫
五
一
頁

景
色
」
の
意
味
で
解
釈
し
た
の
で
あ

は
、
岩
波
文
庫
の
解
題
（
加
藤
盛
一
氏

た
再
昌
草
、
翰
林
五
鳳
集
の
用
例
の
解

一
一

は
な
い
。

生
全
集
巻
五
』
所
収
）
の

位
に
在
ら
ず
。
物
に
在
ら

常
に
在
り
て
不
滅
な
り
。

る
。
こ
こ
で
の
「
光
景
」

の
根
本
原
理
で
あ
る
と
す

。
藤
樹
は
こ
の
根
本
原
理

も
純
粋
に
又
濃
厚
に
あ
ら

。
と
す
れ
ば
、『
日
国
』
の

佐
藤
晴
彦
氏
が
﹇
風
貌
、

」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る

代
漢
語
の
李
白
な
ど
に
見

代
語
の
よ
う
な
﹇
様
子
﹈

。元
来
名
は
な
け
れ
ど
も
、

、
そ
の
光
景
を
か
た
ど
り

）
で
あ
る
。『
日
国
』
は

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

）
で
は
、「
藤
樹
の
学
術

釈
が
間
違
っ
て
い
な
け
れ



う
こ
と
に
な
る
と
﹇

て
い
る
古
今
小
説
の

観
看
光
景
一
遭
」
な

ど
に
つ
な
が
る
も
の

文
学
大
系
デ
ー
タ
ベ

が
引
用
す
る
例
の
ほ

３
そ
れ
が
中
に
、

の
よ
う
に
、
中
国
中

あ
り
、
現
代
日
本
語

と
思
う
の
で
あ
る
。

五

「
光
り
」
は
そ
の
光

「
景
色
」
と
な
り
「
姿

光
景
の
語

も
、「

に
在
る
」
も

思
わ
れ
る
。
藤
樹
の

は
上
に
發
揚
す
。
昭

み
え
る
「
自
有
」
を

で
あ
ろ
う
し
、
朱
子

「
光
景
」
は
、「
恰
如

様
子
﹈
と
い
う
語
義
が
生
じ
て
く
る
。

「
看
見
光
景
凄
涼
、
好
生
傷
感
」、
水

ど
の
景
色
と
も
解
釈
で
き
る
例
が
、
東

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
文
学
研
究

ー
ス
に
よ
っ
て
検
索
す
る
と
、
膝
栗

か
に
四
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

風
土
（
ふ
う
ど
）
の
異
（
こ
と
）
な
る

古
語
の
﹇
光
り
﹈
の
語
義
で
よ
い
よ
う

の
「
光
景
」
に
か
よ
う
語
義
は
な
か
っ

様
子
の
意
味
の
光
景

り
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
の
を
指

」
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
姿
」

史の
で
あ
り
、
翁
問
答
の
例
と
同
じ
く

こ
の
表
現
は
、
朱
子
語
類
の
「
死
ぬ
時

明
、
是
れ
人
の
死
す
る
時
の
自
有
一
般

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
朱
子
の
影

語
類
の
「
光
景
」
は
「
姿
」
と
解
し
う

久
雨
積
陰
、
忽
遇
天
晴
、
光
景
便
別
、

佐
藤
氏
の
引
か
れ

滸
伝
の
「
就

裡

海
道
中
膝
栗
毛
な

資
料
館
日
本
古
典

毛
に
は
、『
日
国
』

遺
風
（
い
ふ
う
）

右
の
よ
う

る
が
、
語
義

る
「
光
景
」

な
る
が
、「
光

の
は
、
そ
れ

刊
行
さ
れ
た

以
後
通
俗
と

に
思
わ
れ
る
例
も

た
と
考
え
て
よ
い

す
よ
う
に
な
る
と

の
あ
り
よ
う
を
問

く
り
げ

４
人
家
九

各
（
お

て
、
神

和
悉
鎭

（
こ
と
）

ら
に
い

、「
姿
」
で
よ
い
と

は
、
其
の
魂
の
氣

の
光
景
な
り
」
に

響
下
に
あ
る
も
の

る
。
朱
子
語
類
の

赫
然
為
之
一
新
」

を
録
（

（
と
く
は

客
（
り

は
卑
賤

や
う
）

ま
）
に

に
、
ク
ワ
ウ
ケ
イ
、
ア
リ
サ
マ
と
音
訓

は
い
ず
れ
も
「
あ
り
さ
ま
・
よ
う
す
」

の
初
出
は
第
三
編
で
あ
る
の
で
、
文
化

景
」
に
「
あ
り
さ
ま
」
の
振
り
仮
名

よ
り
も
四
〇
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
宝
暦

、
白
話
小
説
の
翻
訳
で
あ
る
通
俗
隋
煬

冠
さ
れ
た
白
話
小
説
小
説
の
「
翻
訳
物

）
と
題
号
（
だ
い
が
う
）
し
、（
三
編

千
軒
ば
か
り
、
商
賈
（
し
や
う
こ
）
甍

の

）
質
素
の
莊
嚴
（
し
や
う
ご
ん

都
（
と
）
の
風
俗
（
ぞ
く
）
お
の
づ
か

（
に
う
わ
し
つ
ち
ん
）
の
光
景
（
あ

な
り
、
參
宮
の
旅
人
た
え
間
な
く
、

ふ
ば
か
り
な
し
。（
五
編
追
加
）

三

し
る
）
し
、
亦
土
人
（
ど
じ
ん
）
の

い
）
に
替
（
か
は
）
れ
る
く
さ

よ
か
く
）
の
光
景
（
く
は
う
け
い
）、

（
ひ
せ
ん
）
の
患
苦
（
か
ん
く
）、（
中

の
お
か
し
げ
な
る
有
増
（
あ
ら
ま
し

か
い
つ
け
た
る
道
中
の
滑
稽
（
こ
つ
け

両
方
の
振
り
仮
名
が
見
え

で
あ
る
。
膝
栗
毛
に
お
け

元
年
（
一
八
〇
四
年
）
に

を
持
つ
例
が
大
量
に
出
る

一
〇
（
一
七
六
〇
）
年
に

帝
外
史
で
あ
る
。
な
お
、

」
は
『
近
世
白
話
小
説
翻

序

岩
波
文
庫
）

（
い
ら
か
）
を
な
ら
べ
、

）
濃
（
こ
ま
や
か
）
に
し

ら
備
（
そ
な
は
）
り
、
柔

り
さ
ま
）
は
、
余
國
に
異

繁
昌
（
は
ん
じ
や
う
）
さ

一
二

言
語
（
げ
ん
ぎ
よ
）
都
會

の
多
か
る
中
に
、
徃
來
旅

或
は
貴
遊
（
き
ゆ
う
）
或

略
）
な
べ
て
鄙
情
（
ひ
じ

）
を
、
白
地
（
あ
か
ら
さ

い
）
を
、
膝
栗
毛
（
ひ
ざ



光
景
の
語

い
て
も
光
景
が
使
わ

必
ず
し
も
な
い
よ
う

一
日
ノ
光
景
（
ヤ
ウ

（
ト
キ
）
ニ
陽
気
（
ヨ

リ
）
鳴
（
ナ
）
キ
。

ス
ル
者
モ
多
カ

ヒ
ツ
）。
コ
ノ
光

（
タ
ン
ソ
ク
）
シ

５
の
例
な
ど
は
、

き
る
が
、
６
の
例
は

呈
す
る
」
と
い
う
作

白
話
小
説
に
は
、

５
天
子
ノ
威
儀

（
ワ
ラ
）
ヒ
戯

景
（
ア
リ
サ
マ

ク
ヒ
ツ
）。
コ
レ

６
已
（
ス
デ
）
ニ

ウ
）

（
ハ
ケ

蔽
（
ヲ

）
フ

訳
集
』（
汲
古
書
院
）

史 れ
て
い
て
、
振
り
仮
名
が
翻
訳
語
で
あ

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
通
俗
西
遊
記
の

ス
）
ヲ
以
ツ
テ
論
（
ロ
ン
）
ス
ル
ニ

ウ
キ
）
動
（
ウ
ゴ
）
キ
。
丑
（
ウ
シ

寅
（
ト
ラ
）
ニ
東
（
ヒ
カ
シ
）
白
（

リ
ケ
ケ
リ
。
高

カ
ウ
ヱ
イ
）。
賀

景
（
ア
リ
サ
マ
）
ヲ
看
（
ミ
）
テ
。

。

（

翁
問
答
の
「
光
景
」
の
「
姿
」
と
い
う

、
冒
頭
に
引
い
た
明
鏡
国
語
辞
典
の

例
に
該
当
す
る
用
法
で
あ
る
。

「
光
景
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
た

（
イ
ギ
）
ヲ
打
忘
（
ワ
ス
）
レ
。
只
顧

（
タ
ハ
ム
）
レ
テ
。
正
体
（
シ
ャ
イ
ウ

）
ナ
レ
バ
。
大
将
軍
（
シ
ヤ
ウ
グ
ン
）

ヲ
看
（
ミ
）
テ
。

（
巻

冬
（
フ
ユ
）
ノ
天
気
（
キ
）
ナ
レ
バ

）
シ
ク
吹
（
フ
キ
）
来
リ
。
軍
士
們

ベ
キ
處
（
ト
コ
ロ
）
モ
ナ
ク
。
凍
（
コ

に
よ
り
、
所
収
の
巻
の
頁
数
を
示
し

る
と
い
う
の
で
は

「
仮
（
カ
リ
）
ニ

。
子
（
ネ
）
ノ
時

）
ニ
鶏
（
ニ
ハ
ト

シ
ラ
）
ミ
」（
巻
一

８
ツ
ク
ツ

タ
）
セ

（
巻
二＊

此

若
弼
（
カ
ジ
ヤ
ク

二
人
ト
モ
ニ
嘆
息

同
右

四
四
七
頁
）

語
義
で
も
解
釈
で

「
惨
憺
た
る
光
景
を

だ
し
、
原
文
に
お

の
例
で
、
左

７
今
這
（

カ

ル

ク
）
リ

頁
）＊

今

（
ヒ
タ
ス
ラ
）
笑

ダ
イ
）
モ
ナ
キ
光

賀
若
弼
（
カ
ジ
ヤ

二
下

四
四
五
頁
）

。
寒
風
（
カ
ン
フ

（
グ
ン
シ
ラ
）
身
ヲ

）
ヘ
死
（
シ
）

上
海
新
文
化

寅
不
通
光
。」

に
忠
実
な
翻

照
で
き
る
条

て
み
る
こ
と

拾
う
こ
と

を
い
と
わ
ず

た
。

第
一
回
）
に

三

ク
夢
中
（
ム
チ
ウ
）
ノ
光
景
（
ヤ
ウ

バ
。
越
発
（
イ
ヨ

）
癡
（
ク
チ
）

七
〇
頁
）

時
又
被
夢
中

嘸
光
景
在
腹
内
打
攪
越

（
第
二

が
原
典
で
あ
る
醒
世
恒
言
の
例
で
あ
る

コ
ノ
）
狐
（
キ
ツ
ネ
）
ノ
為
（
タ
メ
）

光
景
（
ヨ
ウ
ス
）
ト
ナ
リ
シ
ハ
。
ミ

シ
禍
（
ワ
ザ
ハ
イ
）
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
ト

反
喫
他
捉
弄
得
這
般
光
景
都
是
自
取
其

（
第

書
社
本
に
よ
る
と
「
且
一
日
而
論
、
子

と
あ
っ
て
、「
光
景
」
は
用
い
ら
れ
て

訳
物
で
は
、
原
典
に
も
「
光
景
」
が
み

件
に
あ
る
通
俗
醒
世
恒
言
を
例
に
あ
げ

に
す
る
。

が
で
き
た
四
例
は
、
す
べ
て
原
典
に
も

に
次
に
対
照
し
て
示
す
。
右
が
通
俗
醒

該
当
す
る
原
文
を
検
索
す
る
に
、
諸
本

一
三

ス
）
ヲ
想
出
（
ヲ
モ
ヒ
イ

ヲ
ゾ
増
（
マ
シ
）
ニ
ケ
ル
。

発
想
得
癡
了

八
巻

呉
衛
内
隣
船
赴
約
）

。ニ
弄
（
タ
フ
ラ
カ
）
サ
レ
。

ナ
己
（
オ
ノ
）
ガ
作
（
ツ

云
ケ
レ
ハ
（
巻
一

四
一

禍六
巻

小
水
湾
天
狐
誓
書
）

時
得
陽
気
。
而
丑
則
鶏
鳴
、

い
な
い
。
し
か
し
、
原
文

え
る
。
い
ま
、
原
典
が
参

て
、
原
典
と
の
関
係
を
見

「
光
景
」
が
み
え
る
。
煩

世
恒
言
、

像
新
裁
綺
史

の
問
題
も
あ
る
が
、
仮
に



右
に
引
い
た
二
書

説
翻
訳
集
第
四
巻
解

「
よ
う
す
」
と
い
う
和

物
に
求
め
る
こ
と
が

『
近
世
白
話
小
説
翻

の
用
例
を
見
る
こ
と

物
に
は
お
な
じ
み
の

ス
）
ナ
ル
ヤ

＊
不
知
過
湖

又
郷
里
（
フ
ル

ノ
光
景
（
フ
ゼ

頁
）＊

触
了
個
郷

光
景
の
語

９
且
（
マ
ツ
）
他

等
（
マ
チ
）
テ

二
二
頁
）

＊
且
等
他
開

知
（
シ
）
ラ
ズ

は
原
文
に
忠
実
な
逐
語
訳
で
あ
る
と
い

題
徳
田
武
氏
）
こ
と
で
あ
り
、
白
話
小

語
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
契
機
を
、

で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

訳
集
』（
汲
古
書
院
）
に
所
収
の
作
品

が
で
き
る
の
で
、
通
俗
と
冠
し
た
中
国

語
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

的
怎
様
光
景
哩

（
第
一
八
巻

サ
ト
）
ノ
念
（
ヲ
モ
ヒ
）
ニ
触
（
フ
レ

イ
）
ア
リ
（
通
俗

像
新
裁
綺
史

里
之
念
心
中
更
有
一
倍
光
景
喫
了
数
杯

（
第
三
巻

史（
カ
レ
）
ガ
門
ヲ
開
（
ヒ
ラ
キ
）
テ
出

光
景
（
ヨ
ウ
ス
）
ヲ
看
（
ミ
）
ル
ベ
シ

門
出
来
、
看
他
什
麼
光
景

（
第
二
四
巻

一

湖
（
コ
）
ヲ
過
（
ス
ク
）
ル
人
ハ
イ
カ

う
（
近
世
白
話
小

説
の
「
光
景
」
が

白
話
小
説
の
翻
訳

に
は
多
く
の
光
景

白
話
小
説
の
翻
訳

振
り
仮
名
は
、
右

で
）
に

声
（
な

旭
（
は

に
）
も

を
領
（

「
あ
れ
射

施
潤
澤
灘
闕
遇
友
）

）
心
中
更
ニ
一
倍

第
四
回

三
一
八

売
油
郎
独
占
花
魁
）

の
椿
説
弓
張

「
あ
り
さ
ま
」

（
笠
間
書
院

す
べ
て
「
あ

衆
皆
（

（
と
ら
）

（
ま
も
）

（
イ
デ
）
来
ル
ヲ

ト
テ
（
巻
三

一

文
銭
小
隙
造
奇
寃
）

ナ
ル
光
景
（
ヨ
ウ

に
示
し
た
通

の
ほ
か
、
用

振
り
仮
名
が

『
日
国
』
に

馬
琴
の
椿
説

の
例
が
拾
え

東
（
ひ
が
し
）
も
し
ら
み
、
烏
（
か
ら

く
こ
ゑ
）
す
る
に
、
山
際
（
や
ま
ぎ
わ

る
の
ひ
）
少
（
す
こ
）
し
出
（
い
づ
）

馬
（
う
ま
）
を
は
や
め
、
居
多
（
あ
ま

い
）
て
来
（
き
た
）
り
し
が
こ
の
光
景

（
い
）
て
落
（
お
と
）
せ
」
と
焦
燥

月
の
検
索
で
は
二
一
例
が
検
索
で
き
た

の
振
り
仮
名
が
あ
る
。
今
、
板
坂
則

一
九
八
六
年
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
中

り
さ
ま
」
の
振
り
仮
名
で
あ
る
。

み
な

）
裡
（
う
ち
）
に
入
り
た
れ

へ
ん
や
う
も
な
け
れ
ば
、
む
な
し

り
、
明
（
あ
け
）
ゆ
く
そ
ら
を
待
（ 三

俗
隋
煬
帝
外
史
の
「
あ
り
さ
ま
」、
通

例

に
示
し
た
よ
う
に

像
新
裁
綺
史

振
ら
れ
て
い
る
。

は
引
い
て
い
な
い
が
、『
角
川
古
語
辞

弓
張
月
（
一
八
〇
七

）、
南
総
里
見

る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
文

す
）
の
森
を
は
な
れ
て
鳴

）
む
ら
さ
き
た
ち
て
、
陽

る
こ
ろ
、
忠
國
（
た
ゞ
く

た
）
の
士
卒
（
し
そ
つ
）

（
あ
り
さ
ま
）
を
見
て
、

（
い
ら
だ
て
）
ど
も
、

（
巻
二

第
四
回
）

が
、
大
系
本
で
は
す
べ
て

子
氏
『
椿
説
弓
張
月
前
編
』

の
一
七
例
を
見
て
み
る
に
、

ど
、
輙
（
た
や
す
）
く
捕

く
塔
（
た
ふ
）
を
う
ち
瞻

ま
つ
）
の
み
也
。
既
（
す

一
四

俗
醒
世
恒
言
の
「
よ
う
す
」

に
は
「
ふ
ぜ
い
」
と
い
う

典
』
の
全
文
検
索
で
は
、

八
犬
伝
（
一
八
四
三

）

学
大
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で



光
景
の
語

見
え
る
（
稲
垣
正
孝

も
其
光
景
（
く
ゎ
う

い
る
。

江
戸
時
代
成
立
の

年
）
を
改
変
し
た
佐

馬
琴
が
白
話
小
説

用
例

に
み
え
る
「

る
。
ま
た
、
浮
世
風

の
光
景
（
あ
り
さ
ま

（
ひ
る
す
ぎ
）
の
光
景

別
な
語
と
も
思
え
な

の
）
船
（
ふ
ね

は
）
に
隔
（
へ

う
）
な
く
泅
（

こ
の
光
景
（
あ

と
焦
燥
（
い
ら

は
、
船
人
（
ふ

く
）
し
て
渡
海

浮
（
う
）
き
つ

史 ・
山
口
豊
編
『
浮
世
床
総
索
引
』
武

け
い
）
が
見
た
か
っ
た
か
ら
」
は
、

俗
語
解
の
校
訂
本
で
あ
る
雅
俗
漢
語

伯
富
雄
編
『
雅
俗
漢
語
訳
解
』（
東
洋

の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
周
知
の

居
多
（
あ
ま
た
）」
な
ど
も
白
話
小
説

呂
（
一
八
〇
九

一
八
一
三
）
で
は
、

）」「
昼
時
（
ひ
る
ど
き
）
の
光
景
（
あ

（
あ
り
さ
ま
）」
の
よ
う
に
使
っ
て
い

い
よ
う
な
使
い
方
で
あ
る
。
同
じ
式
亭

）
に
ち
か
く
は
な
れ
ど
、
高
浪
逆
波

だ
て
）
ら
れ
、
潮
（
う
し
ほ
）
は
や

お
よ
ぎ
）
つ
く
べ
う
も
あ
ら
ず
。
爲
朝

り
さ
ま
）
を
見
そ
な
は
し
て
、「
あ
れ

だ
ち
）
給
へ
ど
も
、
鎮
西
（
ち
ん
ぜ
い

な
び
と
）
に
も
し
ら
せ
ず
、
ふ
か
く
名

（
と
か
い
）
し
給
ひ
つ
れ
ば
、

沈
（
し
づ
）
み
つ
泅
（
お
よ
）
ぐ
程

蔵
野
書
院
）「
お
れ

『
日
国
』
が
引
い
て

訳
解
（
明
治
一
一

史
研
究
資
料
叢
刊

た
と
考
え
て

も
、

部
物
ノ
、
光

本
つ
と
む
『

ヘ
ボ
ン
は
和

（
巻
三

第
七
回
）

と
お
り
で
あ
り
、

の
影
響
と
思
わ
れ

「
朝
湯
（
あ
さ
ゆ
）

り
さ
ま
）」「
午
後

て
、
と
り
わ
け
特

三
馬
の
浮
世
床
に

中
国
語
の

形
勢
、
光
景

光
景

形
勢
、
情
形

景

の
よ
う
に

「
光
景
」
は
白

（
か
う
ら
う
げ
き

け
れ
ば
左
右
（
さ

（
た
め
と
も
）
は

助
（
た
す
け
）
よ
」

）
八
郎
と
い
ふ
事

（
な
）
を
匿
（
か

小
説
字
彙
に

こ
の
よ
う

よ
う
す
」
と

あ
る
。
文
政

サ
マ
／
ア
リ

／
景
色
」（
巻

記
載
が
あ
り

に
、
や
ゝ
彼
（
か

一
九
七
六
年

三

よ
い
で
あ
ろ
う
。
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
匣

景
、
形
勢
、
状
態
格
文
法
家
ノ
語
」「

江
戸
時
代
翻
訳
日
本
語
辞
典
』
早
稲
田

英
語
林
集
成
（
初
版
）
の
英
和
の
部
の

「
光
景
」
を
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
は

好
睇
、
好
光
景

、
田
地
、
境
遇
、
境
地
、
情
理
、
情

光
景
、
形
勢
、
情

使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
一

話
小
説
を
訳
し
た
江
戸
の
作
家
が
理

は
見
え
な
い
。

に
し
て
、
一
九
世
紀
の
後
半
に
は
「
光

い
う
和
語
の
漢
字
表
記
と
し
て
定
着
し

十
（
一
八
二
七
）
年
刊
行
の
雅
俗
幼
学

ヤ
ウ

形
勢
同
／
身
ノ

｜
状
同

分

二

オ
）
と
「
あ
り
さ
ま
、
あ
り
や

、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
表
記
で
あ
っ
た

）
に
よ
る
と
「
光
景

や
う
す
。
あ
り

一
五

（
初
版

一
八
六
二
年
）

箱
、
入
レ
物
、
外
套
、
外

事
情
、
光
景
、
形
勢
」（
杉

大
学
出
版
部
）
と
あ
り
、

訳
語
に
「
事
、
由
、
あ
り

好
光
景事

情
、
光
景
、

由
、
情
景
、
時
勢

景

不
好
光

九
世
紀
中
頃
の
中
国
語
の

解
し
て
い
た
語
義
で
あ
っ

景
」
は
、「
あ
り
さ
ま
・

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で

新
書
に
は
、「
在
様
ア
リ

野
同
／
土
地
ノ

光
景
同

う
」
の
漢
字
表
記
と
し
て

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ま
。」
と
あ
る
。
な
お



「
く
わ
う
け
い
」
が
掲

さ
れ
て
い
る
が
（『
明

で
は
第
三
版
ま
で
も

に
も
な
く
、
明
治
二

も
ま
た
特
殊
な
語
で

ら
翌
年
一
〇
月
ま
で

治
初
期
の
新
聞
の
用

六

右
に
引
い
た
例
の

と
し
て
の
「
光
景
」

イ
」
は
ど
の
よ
う
で

い
う
漢
語
で
あ
る
例

く
、
明
治
の
漢
語
辞

光
景
の
語

さ
ま
、
様
子
、
仕
儀

箱
、
鞘
、
包
み
、
袋

り
、
江
戸
時
代
末
の

こ
と
は
ま
ち
が
い
な

文
・
菊
地
悟
氏
『
和

も
、
和
英
の
部
に
も

出
語
に
あ
が
り
、「
あ
り
さ
ま
」「
や

治
期
漢
語
辞
書
大
系
』
索
引
に
よ
る

見
出
し
語
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
し
、

十
年
こ
ろ
ま
で
は
辞
書
に
掲
載
さ
れ
る

も
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
明
治

の
郵
便
報
知
新
聞
一
年
間
の
語
彙
を
抽

語
』（
国
立
国
語
研
究
所
報
告

一

漢
語
コ
ウ
ケ
イ

多
く
は
「
あ
り
さ
ま
・
よ
う
す
」
と
い

の
例
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
と
ば
と

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
光
景
」
が

は
、『
日
国
』
の
挙
げ
て
い
る
膝
栗
毛

書
の
漢
語
字
類
、
必
携
熟
字
集
、
新
編

史」「
た
め
し
、
例
、
由
、
事
、
あ
り
さ

、
架
」（
ロ
ー
マ
字
か
ら
の
翻
字
は
浅

「
光
景
」
は
「
あ
り
さ
ま
、
様
子
」
で

い
と
考
え
る
。
な
お
、
ヘ
ボ
ン
は
英

英
語
林
集
成
初
版
訳
語
総
索
引
』
笠
間

「
光
景
」
は
使
っ
て
い
な
い
。

う
す
」
と
語
釈
が

）、
和
英
語
林
集
成

言
海
の
見
出
し
語

、
一
般
的
な
語
で

一
〇
年
一
一
月
か

出
調
査
し
た
『
明

九
五
九
年
）
の
語

あ
り
た

（
田
山
花
袋

文
学
全
集

外
、
漱

こ
こ
で

（
じ
ゅ
ん

う
語
の
漢
字
表
記

し
て
の
「
コ
ウ
ケ

「
コ
ウ
ケ
イ
」
と

（
用
例
３
）
が
早

漢
語
字
林
に
は
、

（
有
声
画

ア
ン
デ
ル

然
（
し

く
わ
）、

景
（
く

角
（
せ

（
な
か
ば

ま
、
様
子
、
様
態
、

野
）
を
あ
て
て
お

理
解
さ
れ
て
い
た

和
の
部
（
飛
田
良

叢
刊
に
よ
る
）
に

彙
表
に
は
見

明
治
期
の

ほ
か
多
く
の

場
内
の

（
は
な
）

（
み
な
）り

。訳
「『
擬
ひ
真
珠
』
の
後
に
題
す
」

﹇
新
聞
雑
誌
編
﹈
ド
ー
デ
集
）

石
に
も
「
こ
う
け
い
」
と
し
て
の
使
用

或
（
あ
）
る
珍
（
め
づ
）
ら
し
い
光
景

い
ち
）
の
目
（
め
）
に
映
（
え
い
）

（
青
年

籾
山
書
店

大
正
二
年

明
治
三
六
年

明
治
翻
訳
文
学
全
集

セ
ン
集
）

か
）
る
に
、
其
（
そ
の
）
観
察
（
く
わ

昔
（
む
か
し
）
見
（
み
）
た
る
と
は

わ
う
け
い
）
を
異
（
こ
と
）
に
し
て
、

つ
か
く
）
苦
心
（
く
し
ん
）
し
た
る

）
ば
を
改
（
あ
ら
た
）
め
ざ
る
へ
か 三

え
な
い
。

翻
訳
文
学
に
は
次
の
よ
う
に
振
り
仮
名

例
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

む
し
熱
（
あ
つ
）
き
に
窓
（
ま
ど
）

ち
た
れ
ば
、
一
切
（
い
つ
さ
い
）
の

眼
中
（
が
ん
ち
う
）
に
在
（
あ
）
り

明
治
三
五
年

明
治
翻
訳

例
が
あ
る
。

（
く
わ
う
け
い
）
が
純
一

じ
た
。

名
著
復
刻
全
集
に
よ
る
）

﹇
新
聞
雑
誌
編
﹈

ん
さ
つ
）
の
結
果
（
け
つ

大
（
お
ほ
い
）
に
そ
の
光

こ
れ
が
為
（
た
）
め
、
折

結
構
（
け
つ
こ
う
）
の
半

ら
ざ
る
事
（
こ
と
）
な
ど

一
六

に
「
こ
う
け
い
」
と
あ
る

は
す
べ
て
明
（
あ
）
け
放

光
景
（
く
わ
う
け
い
）
皆

き



光
景
の
語

跣
足

は
だ
し

こ
、
翌
日

あ

の
例
に
見

ケ
イ
」
と
い
う
語
の

辞
典
の
明
治
三
十
八

青
年
に
は
「
く
わ

漢
語
で
あ
っ
た
と
考

な
い
が
、
第
八
回
で

振
り
仮
名
が
な
い
と

て
よ
い
と
思
わ
れ
る

判
然

は
っ
き

つ
て
見
た
ら
定

は
な
ほ
二
十
年

健
三
は
自
分
の

く
覚
え
て
ゐ
た

優
し
い
記
憶
を

う
厳
重
に
云
ひ

健
三
は
斯
い
ふ

史 、
始
終

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
良
人

う

く
る
ひ

ら
れ
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
代
に
は

表
記
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
橋
五
郎

年
増
訂
七
版
に
は
「
く
わ
う
け
い
（
名

（
道
草

う
け
い
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
お
り

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
道
草
に

ル
ビ
を
振
ら
れ
て
い
る
漢
字
表
記
は
次

い
う
こ
と
は
「
コ
ウ
ケ
イ
」
と
い
う
語

。り
、
的

ま
と
、
汚

き
た
な
ら
し
い

め
し
驚
ろ
く
程
変
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と

前
の
光
景
を
今
日
の
事
の
や
う
に
考
へ

（
道
草

第
八
回

大
正
六
年
縮
刷
版

父
と
島
田
と
が
喧
嘩
を
し
て
義
絶
し
た

。
然
し
彼
は
自
分
の
父
に
対
し
て
左
程

有
つ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
其
上
絶
交
云
々

渡
さ
れ
た
覚
え
は
な
か
つ
た
。

昔
の
記
憶
を
夫
か
ら
夫
へ
と
繰
り
返
し

ち
、
凹
ん
だ

へ

、
光
景
は
「
コ
ウ

和
漢
雅
俗
い
ろ
は

）
光
景
、
あ
り
さ

ら
に
、
明
治

の
和
語
を
表

イ
」
が
、
明

と
い
う
の
で

以
上
考
察

第
一
四
回

同
右
）

、「
光
景
」
と
い
う

は
、
振
り
仮
名
が

の
と
お
り
で
あ
り
、

で
あ
っ
た
と
考
え

、
住
居

す
ま
ひ
、

あ
る
。
こ
の

あ
り
、
話
し

語
で
は
な
い

れ
ら
の
例
が

遂
げ
て
き
た

影
響
、
馬
琴

変
化
を
遂
げ

思
ひ
な
が
ら
、
彼

た
。岩

波
書
店
複
製
）

当
時
の
光
景
を
よ

情
愛
の
籠
も
つ
た

に
就
い
て
も
、
さ

「
光
景
」
は

ら
有
様
へ
」

を
採
る
こ
と

て
用
い
ら
れ

単
に
現
代
語

た
。
今
其
処
へ
行

ま
、
模
様
」

三

の
二
十
年
こ
ろ
ま
で
は
、
光
景
は
「
あ

記
す
る
漢
字
列
と
し
て
使
わ
れ
た
の

治
初
期
に
漢
語
と
し
て
日
本
語
の
な
か

は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

し
て
き
た
よ
う
に
、「
光
景
」
は
、
平

漢
語
は
、
古
代
に
お
い
て
は
文
章
語
の

言
葉
の
世
界
で
語
義
変
化
を
遂
げ
な
が

。
近
世
に
入
っ
て
突
如
多
く
の
例
を
得

現
代
語
の
語
義
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

と
い
う
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
中

ら
の
白
話
小
説
か
ら
の
影
響
の
な
か
で

た
段
階
で
の
「
光
景
」
を
受
け
入
れ
た

七

ま
と
め

、
古
代
の
例
を
見
て
、
現
代
語
の
そ

と
語
義
変
化
を
起
こ
し
た
よ
う
に
見
え

が
難
し
い
よ
う
に
、
日
本
語
と
し
て
古

た
語
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
そ

か
ら
古
代
語
を
引
き
算
し
て
語
義
変
化

と
見
出
し
語
に
と
ら
れ
て
い
る
。

一
七

り
さ
ま
、
よ
う
す
」
な
ど

で
あ
り
、
漢
語
「
コ
ウ
ケ

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た

安
時
代
の
﹇
ひ
か
り
、
日

世
界
に
の
み
生
き
た
語
で

ら
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た

る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
そ

、
古
代
か
ら
語
義
変
化
を

江
藤
樹
の
朱
子
学
か
ら
の

、
中
国
語
に
お
い
て
語
義

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
さ

れ
と
比
べ
る
と
、「
光
り
か

る
。
し
か
し
、
中
世
の
例

代
か
ら
現
代
ま
で
連
続
し

う
し
た
事
情
が
あ
る
語
を

を
見
る
こ
と
に
は
問
題
が



中
国
語
の
影
響
を
受

「
運
動
」
が
あ
る
。

注

小
野
正
弘
氏
「

拙
稿
「
漢
語
『

｜
｜
」（『
国
語
語

光
景
の
語

の
ひ
か
り
﹈
の
語
義

後
半
に
、
近
世
中
国

で
翻
訳
し
た
そ
の
表

く
用
い
ら
れ
、
白
話

あ
っ
た
。
そ
し
て
明

と
で
受
け
入
れ
た
漢

け
て
語
義
変
化
を
遂
げ
た
と
思
わ
れ

元
気
」（『
日
本
語
学
』

巻
６
号

一
九
九

運
動
』
の
語
義
変
化
｜
｜
日
本
漢
語
の
語

彙
史
の
研
究
』
一
七
集

和
泉
書
院

一
九

史を
持
つ
「
光
景
」
と
は
無
関
係
に
、
江

語
の
「
光
景
」
を
「
あ
り
さ
ま
・
よ
う

記
、
漢
字
列
と
し
て
、
中
国
白
話
小
説

小
説
の
影
響
を
受
け
た
馬
琴
な
ど
に
も

治
期
に
そ
の
漢
字
列
を
「
コ
ウ
ケ
イ
」

語
で
あ
っ
た
。
な
お
、「
光
景
」
と
同る

語
に
「
元
気
」、

三
年
）

義
変
化
と
明
清
俗
語

九
八
年
）

戸
時
代
一
八
世
紀

す
」
と
い
う
和
語

の
翻
訳
物
に
数
多

頻
出
す
る
も
の
で

と
音
読
み
し
た
こ

じ
よ
う
に
、
近
世

三
一
八


